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持分法適用会社の持分の一部譲渡に関するお知らせ 
 
当社は、当社の持分法適用関連会社である済南晶恒山田電子精密科技有限公司の当社の出資金の一部を

済南晶電子有限責任公司に譲渡することで合意いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
１．持分一部譲渡の理由 

当社は、平成１２年７月に済南晶電子有限責任公司と合弁で、中国市場への半導体用リードフレー

ム事業の展開を行うため済南晶恒山田電子精密科技有限公司を設立しました。 
しかしながら、中国市場における事業環境の変化等を勘案すると、迅速な意思決定環境とすること

が妥当と判断し、持分比率見直しした上で親会社である済南晶電子有限責任公司の持分比率を上げる

ことに両社間で合意に至りました。 
なお、当社の持分比率は減少しますが、両社間の友好関係は維持していくなかで、中国市場へのリー

ドフレーム事業の展開を引き続き図ってまいります。 
 

２．異動する持分法適用会社の概要 
 （１）名  称   済南晶恒山田電子精密科技有限公司 
 （２）所在地    中華人民共和国山東省済南市長清高科技工業園高垣北路北晶恒工業園 
 （３）代表者    董事長 張宝財 
 （４）事業内容   リードフレームの製造販売 
 （５）出資金    ４８，０００，０００元 
 （６）設立年月   平成１２年７月 
 （７）出資比率   アピックヤマダ株式会社      ４３．７５％ 
           済南晶電子有限責任公司      ５６．２５％ 
 
３．持分の譲渡先 
 （１）名  称   済南晶電子有限責任公司 
 （２）当社との関係 当社と特筆すべき利害関係はありません。 
 
４．譲渡する持分の割合と譲渡前後の持分の状況 
 （１）異動前持分  ４３．７５％ 
 （２）譲渡持分割合 １８．７５％ 
 （３）移動後の持分 ２５．００％ 
 
５．譲渡手続きに関わる日程 

株式譲渡実行日  平成２７年７月中旬（予定） 
 

６．今後の見通し 
当該持分譲渡により当社の平成２８年３月期第２四半期において、連結決算で約２０百万円の関係

会社出資金売却損を特別損失として計上する予定であります。また、単体決算における影響は軽微で

あります。 
なお、本件に関わり平成２７年５月１４日公表の平成 28 年 3 月期の業績予想に関しては修正いた

しません。予想数値を修正する必要が生じた場合は速やかに公表いたします。 
以上 


